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株式会社マーケットリサーチセンタ－（本社：東京都港区、世界の市場調査資料販売）では、「
世界のがん診断市場2022年－2031年：検査タイプ（腫瘍バイオマーカー検査、画像検査、内視鏡
検査、生検）、エンドユーザー別（病院、外来手術センター、診断検査センター、その他）」調
査資料の販売を2022年10月27日 
 に開始いたしました。がん診断市場規模、動向、予測、関連企業の情報などが盛り込まれていま
す。

■レポ－トの種類：グロ－バル市場調査レポ－ト
■レポ－トのタイトル：世界のがん診断市場2022年－2031年：検査タイプ（腫瘍バイオマーカー
検査、画像検査、内視鏡検査、生検）、エンドユーザー別（病院、外来手術センター、診断検査
センター、その他）
■英文タイトル：Cancer Diagnostics Market （Test Type: Tumor Biomarker Tests, Imaging,
Endoscopy, and Biopsy; End-user: Hospitals, Ambulatory Surgical Centers, Diagnostic
Laboratories, and Others） - Global Industry Analysis, Size, Share, Growth, Trends, and
Forecast, 2022-2031
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■レポ－ト形態：PDF（Eメ－ルによる納品）

■主な掲載内容
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がんは、主に環境要因によって引き起こされ、主要な細胞制御タンパク質に影響を与える遺伝子
変異によって引き起こされる、複雑で死に至る可能性のある疾患です。外的要因には、タバコ、
日光への暴露、化学物質、アルコール、感染性生物などがあります。内的要因には、遺伝的な遺
伝子変異、免疫異常、ホルモン、ランダムな変異などがあり、これらの因子が複合的あるいは連
続的に作用することにより、腫瘍形成が誘導されることがあります。
がんの発生率の増加は、特異的で効果的ながん診断の需要を促進すると予想されます。免疫PETが
ん診断、免疫組織化学、自己抗体、術中がん診断など、最先端の診断技術を用いた早期発見によ
り、迅速な意思決定と一貫した治療が可能になります。これにより、治療が困難になるまでがん
が広がることを防ぐことができるため、早期抗体・がん診断は、治療費の削減、入院期間の短縮
、不可避な処置の回避に重要な役割を果たします。したがって、有病率の増加による予防的診断
の傾向の高まりは、患者の臨床的・経済的転帰を改善することにつながります。このことが、予
測期間中の世界のがん診断市場規模を押し上げると予想されます。

非侵襲的な検査は、診断、予後予測、治療法の選択を比較的安価に行うことができます。これは
、腫瘍医ががん患者に適切な治療計画を策定する際に役立ちます。非侵襲的な診断方法は、皮膚
を破ったり体内に侵入したりする道具を必要としないため、侵襲的な方法よりも迅速かつ簡単で
、多くの人が好む方法です。
超音波、MRI、CT、マンモグラフィー、リキッドバイオプシーなどの画像検査は、がん発見のため
の非侵襲的な診断検査です。これらの検査は、血液検査、尿検査、血漿検査に比べて簡便で、費
用も安く済みます。したがって、癌の診断と進行の監視のために痛みのない画像検査を選択する
癌患者が増加しています。このことは、予測期間中に非侵襲的ながん診断検査に対する需要を促
進すると予測されます。

世界保健機関（WHO）の推計によると、がんによる死亡者数は年間830万人で、今後20年間で新た
ながん患者数が70％増加すると予想されています。癌の種類によって異なる治療法が必要とされ
ます。したがって、リキッドバイオプシー検査の需要は、がんの発生率の増加や個別化治療の需
要により、予測期間中に高くなると予測されます。リキッドバイオプシーの手順はまだ開発段階
にあります。これは、市場参加者に大きな機会をもたらすと予想されます。特定の癌に対する年
齢に関連したリスクの蓄積は、癌発生率の急激な上昇の原因である可能性が高く、これは老人人
口の増加に起因しています。さらに、高齢者は細胞修復システムの効率が低下する傾向にありま
す。

検査タイプ別に見ると、世界のがん診断市場は、腫瘍バイオマーカー検査、画像診断、内視鏡検
査、生検に分類されます。生検セグメントは、リキッドバイオプシーガジェットの開発につなが
る手順の継続的な改善により、2021年に最大の市場シェアを占めました。さらに、非侵襲的な戦
略に関する意識の高まり、リンパ腫がん診断マーカーなどの特定のバイオマーカーに関する情報
の増加、認知度の向上、がん予後の第一線としての機器の利用可能性が、この分野を牽引してい
ます。

がん診断の世界市場は、用途別に乳がん、血液がん、膵臓がん、卵巣がん、肺がん、大腸がん、
前立腺がん、メラノーマ、その他に分類されます。肺がんは、米国をはじめ全世界でがんの原因
となっていることから、2021年の市場シェアは最大となりました。肺がんの約85％は喫煙が原因
であり、残りの15％はライフスタイルの変化やその他の理由によるものです。小細胞肺がん、非
小細胞肺がんの主な原因は喫煙であり、女性では80％、男性では90％が肺がんによる死亡とされ
ています。また、喫煙する男性は、肺がんになる確率が23倍高いと言われています。

エンドユーザー別に見ると、世界のがん診断市場は、病院、診断ラボ、外来手術センター、その
他に分けられます。診断研究所セグメントは、腫瘍または変異細胞のみを検出するために特別に



設計されているため、2021年に最大の市場シェアを占めました。先進国の人々は、多くの場合、
高度な機器を使用するため、診断ラボを好みます。これは、このセグメントを増強すると予想さ
れます。

北米は、人口動態の変化、ライフスタイルの進化、がん罹患率の増加、確立されたポイントオブ
ケア診断センター、払い戻しの可能性などから、予測期間中、世界市場を支配すると思われます
。
アジア太平洋地域は、がんの有病率が増加していることから、予測期間中、重要な市場になると
予想されます。日本、中国、インドなどの各国政府は、がん診断のための新技術を開発するため
に、大学や研究機関に対して資金援助や支援を行っています。
ラテンアメリカのがん診断市場は安定したペースで成長しています。この地域のいくつかの国の
政府は、基本的な健康保険と、早期がんの発見率が非常に低いため、がんなどの病気に対するよ
り良い治療法を提供するための取り組みを行っているからです。これは、症状に対する認識が低
く、診断テストが失敗する可能性があると考えられているためです。そのため、ラテンアメリカ
の政府は、より良い治療法を得るために、がんの早期発見戦略の実施に力を入れています。
欧州では、がん診断市場における地位を強化するために、戦略的パートナーシップや企業買収を
行う企業が増えています。このことは、予測期間中、同地域の市場を促進するものと思われます
。

■レポートの詳細内容はこちら
https://www.marketresearch.co.jp/data1/cancer-diagnostics-market-test-type-tumor-
biomarker-tests-imaging-endoscopy/

■レポートに関するお問い合わせ・お申込みはこちら
https://www.marketresearch.co.jp/contacts/

■調査会社Transparency Market
Research（トランスペアレンシーマーケットリサ－チ）について
https://www.marketresearch.co.jp/Transparency－Market－Research/
株式会社マーケットリサーチセンタ－はTransparency Market
Researchの日本での正規販売代理店です。

■株式会社マーケットリサーチセンタ－について
https://www.marketresearchcenter.net/
主な事業内容：市場調査レポ－ト販売、市場調査サ－ビス提供
本社住所：〒105－0004 東京都港区新橋1－18－21
TEL：03－6161－6097 FAX：03－6869－4797
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